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量 子 材 料 ・ 量 子 科 学 理 論 ・ 量 子 生 命 科 学 ・ 量 子 派 生 技 術 に よ る 量 子 技 術 と 異

分 野 の 融 合 技 術 の 動 向 と 活 用  

 

量 子 材 料 (Quantum materials)と は 、 量 子 状 態 を 精 密 制 御 す る こ と で 機 能

を 発 現 す る 物 性 ・ 材 料 で あ り 、 メ タ マ テ リ ア ル も 含 む 広 義 の 「 材 料 」 を 示 す

言 葉 と し て 使 わ れ ま す 。 近 年 の ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー 技 術 の 発 展 に 伴 い 、 １ 原 子

単 位 の 制 御 が 可 能 に な っ て き た こ と や 、 位 相 幾 何 学 (ト ポ ロ ジ ー )の 数 学 的 概

念 が 導 入 さ れ 、 新 た な 量 子 物 質 の 探 索 や 現 象 理 解 に 関 す る 研 究 が 急 速 に 進 ん

で き た こ と で 、 先 進 国 を 中 心 と し て 国 際 競 争 が 激 化 し て い ま す 。 次 世 代 の デ

バ イ ス 開 発 や 、 今 ま で に な い 新 た な 物 性 を も つ 材 料 の 創 成 な ど 、 様 々 な 成 長

産 業 に お け る 「 も の づ く り 」 の 高 付 加 価 値 化 に つ な が る 有 望 な 技 術 領 域 と し

て 位 置 付 け ら れ ま す 。 し た が っ て 、 こ こ ま で 示 し て き た 量 子 コ ン ピ ュ ー タ ・

量 子 セ ン サ ー ・ 量 子 通 信 の 領 域 へ の 用 途 ・ 応 用 の み な ら ず こ の 量 子 物 性 か ら

派 生 し た 新 た な 用 途 領 域 へ と 派 生 す る こ と も 期 待 さ れ る 、 未 来 の 量 子 応 用 技

術 の 根 幹 を 支 え る 領 域 と な り ま す 。  
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量 子 派 生 技 術 と は 、 こ の 量 子 基 盤 技 術 と 既 存 の 様 々 な 技 術 と を 融 合 ・ 連 携

さ せ 、 こ れ ま で の 重 要 な ３ 領 域 お よ び 新 た な ま だ 見 ぬ 領 域 へ と 応 用 を 派 生 展

開 さ せ た 技 術 領 域 で あ り 、 派 生 技 術 の 例 と し て は 、 量 子 ア ル ゴ リ ズ ム に 着 想

を 得 て 古 典 ア ル ゴ リ ズ ム の 高 速 化 に 応 用 し た 量 子 派 生 ア ル ゴ リ ズ ム 技 術 や 、

量 子 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 の た め に 量 子 情 報 を 記 録 さ せ る 量 子 メ モ リ

（ Quantum Memory） ・ 量 子 中 継 器 （ Quantum Repeaters） 、 微 弱 な 環 境 要

因 に よ り 量 子 の 変 化 を 計 測 す る 量 子 セ ン サ ー （ Quantum Sensor） 、 量 子 技

術 と 生 命 ・ 医 療 等 と を 融 合 し 、 生 命 現 象 を 細 胞 レ ベ ル で 機 能 を 解 明 し て 医 療

技 術 や 環 境 技 術 の 革 新 に つ な げ る こ と を 目 指 し た 「 量 子 生 命 技 術 」

(Quantum Life Science)、 な ど が 挙 げ ら れ ま す 。 他 に も 、 活 性 層 に ナ ノ メ ー

ト ル サ イ ズ の 半 導 体 量 子 ド ッ ト を 用 い た 「 量 子 ド ッ ト レ ー ザ ー 」 （ Quantum 

Dot Laser） は 従 来 半 導 体 レ ー ザ ー を 凌 駕 す る 特 性 を 有 し 、 こ れ ま で 想 定 で

き な か っ た 新 市 場 の 開 拓 に 向 け た 量 子 技 術 の 開 発 が 進 ん で お り 新 た な イ ノ ベ

ー シ ョ ン が 見 込 ま れ ま す 。  

 

量 子 材 料 の 基 盤 技 術 は い ず れ も 将 来 の 産 業 波 及 効 果 が 高 い 技 術 領 域 で あ る

が 、 そ の 中 で も 注 目 さ れ る 量 子 材 料 の 具 体 例 と し て 、 グ ラ フ ェ ン 等 の ト ポ ロ

ジ カ ル 量 子 物 質 は 、 高 効 率 な ス ピ ン ・ 電 荷 変 換 等 の 実 現 を 通 じ て 、 省 エ ネ デ

バ イ ス や 新 物 性 材 料 等 へ の 応 用 が 期 待 さ れ る 物 質 材 料 で あ り 、 超 低 消 費 電 力

デ バ イ ス や 、 新 方 式 の 量 子 コ ン ピ ュ ー タ の 実 現 へ の 応 用 研 究 が 進 め ら れ て い

ま す 。 ま た 、 炭 素 が 抜 け て で き た 空 孔 (V)と 窒 素 (N)の 対 か ら な る NV 中 心 と

呼 ば れ る 不 純 物 欠 陥 を も つ 人 工 欠 陥 ダ イ ヤ モ ン ド (Ｎ Ｖ 中 心 )は 、 一 つ 一 つ の

NV 中 心 が ス ピ ン を 生 成 室 温 で 保 持 ・ 操 作 ・ 検 出 で き る な ど の 特 性 か ら 、 磁

場 な ど の 超 高 空 間 分 解 ・ 超 高 感 度 セ ン サ ー ， 量 子 情 報 素 子 、 バ イ オ マ ー カ ー

等 へ の 応 用 も 期 待 さ れ て い ま す 。 こ の よ う な 量 子 状 態 が 安 定 化 す る 特 性 を 利

用 し た 応 用 分 野 と し て は 、 量 子 メ モ リ 、 量 子 中 継 器 な ど が あ り 、 量 子 暗 号 通

信 の 課 題 の 一 つ で あ る 通 信 距 離 の 短 さ を 、 安 定 し た 量 子 ビ ッ ト 中 継 器 と し て

活 用 し 、 大 規 模 量 子 ネ ッ ト ワ ー ク の 実 現 を 目 指 し た 研 究 開 発 が 進 め ら れ て い

ま す 。 量 子 派 生 技 術 と し て は 、 例 え ば 光 量 子 で あ る 単 一 光 子 の 生 成 と そ の 検

出 技 術 の 応 用 に よ る 高 精 度 の イ メ ー ジ ン グ 技 術 や 、 単 一 の 量 子 状 態 の 生 成 と

そ の 磁 性 の 検 出 に よ り 、 地 磁 気 や 生 体 の 微 小 磁 気 を 解 析 し て 地 球 の 活 動 や 生

命 の 活 動 に 対 す る 知 見 を 得 る こ と な ど が 可 能 と な り ま す 。 こ の 磁 場 を 検 出 す

る 機 構 の 小 型 化 に よ る MRI や NMR 技 術 展 開 し た ハ ン デ ィ な MRI や NMR な

ど の 応 用 可 能 性 に つ い て も 議 論 さ れ て い ま す 。 ま た 、 こ れ ら の 量 子 論 ・ 量 子

セ ン シ ン グ に よ り 生 命 現 象 を 解 明 し よ う と す る 量 子 生 命 技 術 に お い て は 、 高

感 度 ・ 高 精 細 な 毛 細 血 管 や 細 胞 レ ベ ル で の 生 命 現 象 の 細 部 を 観 察 ・ 理 解 し た

り 、 Ｍ Ｒ Ｉ の 感 度 を 大 幅 に 向 上 ・ 小 型 化 に よ り 、 眼 科 疾 患 や 動 脈 硬 化 な ど

様 々 な 疾 患 の 超 早 期 診 断 が 可 能 性 も 提 案 さ れ て い ま す 。 ま た 、 こ れ ま で 計 測
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で き な か っ た 細 胞 内 部 お よ び 細 胞 組 織 の パ ラ メ ー タ を 取 得 す る こ と で 、 老 化

状 況 や 、 が ん の 発 症 前 予 測 な ど 新 た な 診 断 技 術 な ど 、 健 康 長 寿 社 会 の 実 現 に

つ な が る 技 術 も 開 発 さ れ て い ま す 。 ま た 、 高 精 度 の 量 子 セ ン サ ー に よ る 化 学

物 質 の 検 出 に よ り 麻 薬 ・ 麻 薬 ・ 爆 発 物 の 高 感 度 検 知 に よ る セ キ ュ リ テ ィ 技 術

の 高 度 化 や 、 量 子 ド ッ ト な ど を 活 用 し た 人 工 光 合 成 の 効 率 を 飛 躍 的 に 向 上 さ

せ る 環 境 技 術 の 革 新 を 目 指 す 研 究 も あ り 、 量 子 材 料 の 要 素 技 術 か ら 量 子 派 生

技 術 ま で 、 幅 広 い 研 究 投 資 が 各 国 の 国 家 プ ロ ジ ェ ク ト と し て 、 研 究 開 発 の 投

資 が 拡 大 し て い ま す 。  

 

 

量 子 材 料 ・ 量 子 派 生 技 術 研 究 開 発 動 向  

 

量 子 材 料 ・ 量 子 派 生 技 術 の 近 年 の 動 き と し て は 、 数 学 的 な 概 念 を 用 い て 、

超 電 導 や 層 状 磁 石 の 電 子 の 振 る 舞 い を 統 一 的 に 説 明 す る 理 論 を 構 築 し た 功 績

か ら 2016 年 に 「 物 質 の ト ポ ロ ジ カ ル 相 と ト ポ ロ ジ カ ル 相 転 移 の 理 論 的 発

見 」 で ノ ー ベ ル 物 理 学 賞 を 米 ワ シ ン ト ン 大 学 の デ ビ ッ ト ・ サ ウ レ ス 氏 な ど 米

国 の 3 氏 が 受 賞 し 、 量 子 材 料 の 理 論 面 で の 進 展 に 伴 い 、 超 伝 導 や 層 状 磁 石 な

ど の 材 料 や 応 用 面 で の 研 究 が 加 速 し 始 め 、 2017 年 に 米 マ イ ク ロ ソ フ ト が

「 ト ポ ロ ジ カ ル 物 質 」 を プ ロ セ ッ サ ー に 使 っ た 量 子 コ ン ピ ュ ー タ 技 術 を 発 表

す る な ど 、 原 理 か ら ア プ リ ケ ー シ ョ ン ま で ト ポ ロ ジ カ ル 材 料 の 研 究 が 急 速 に

加 速 し ま し た 。 日 本 で も 2019 年 に 理 研 と 東 京 大 学 ら が ト ポ ロ ジ カ ル 絶 縁 体

と 超 伝 導 体 を 接 合 し た ト ポ ロ ジ カ ル 超 伝 導 体 の 界 面 に お け る 整 流 効 果 に 関 す

る 発 表 を 行 う な ど 、 研 究 が 活 発 に 行 わ れ て い ま す 。 ま た ダ イ ヤ モ ン ド 材 料 に

関 し て は 、 2015 年 の NTT 物 性 科 学 基 礎 研 究 所 が ピ ン ク ダ イ ヤ (NV 中 心 ）

で 、 生 体 分 子 な ど 様 々 な 物 質 の 構 造 や 磁 気 的 性 質 が 観 察 で き る 可 能 性 を 理 論

計 算 で 求 め 発 表 し た の に 続 き 、 欧 米 、 豪 州 、 中 国 な ど 世 界 各 国 で も ダ イ ヤ

NV セ ン タ の 注 目 が 高 ま り 、 様 々 な 大 型 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト が 発 足 し 、 基 礎 研

究 か ら セ ン シ ン グ 応 用 ま で 研 究 が 活 発 化 し 、 最 近 で は 2019 年 に は 京 都 大

学 、 産 総 研 、 量 子 科 学 技 術 研 究 開 発 機 構 （ 量 研 ） な ど で ダ イ ヤ モ ン ド 量 子 セ

ン サ ー 開 発 に 関 す る 発 表 が 相 次 ぐ な ど 、 量 子 材 料 自 体 の 研 究 開 発 、 セ ン シ ン

グ で の 応 用 研 究 の い ず れ も 急 速 に 活 発 化 し て お り 、 こ れ ら 材 料 分 野 で の 基 盤

技 術 の 革 新 が 共 に コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ な ど 量 子 応 用 技 術 全 般 へ つ な が っ て い

く も の と 考 え ら れ ま す 。  

 

世 界 の 量 子 材 料 ・ 量 子 科 学 理 論 ・ 量 子 生 命 科 学 ・ 量 子 派 生 技 術 に 関 連 す る

研 究 投 資 （ グ ラ ン ト ） は 、 2009 年 以 降 の 積 算 値 で 順 調 に 伸 び て お り 、 量 子

物 理 ・ 理 論 や 量 子 材 料 の 基 盤 技 術 投 資 を 軸 と し な が ら 、 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ

や セ ン シ ン グ ・ イ メ ー ジ ン グ な ど 、 各 国 の 大 企 業 と シ ナ ジ ー が 比 較 的 強 い 応
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用 領 域 へ も 研 究 投 資 が 増 え て き て い ま す 。 米 国 で は 量 子 コ ン ピ ュ ー タ や 量 子

ネ ッ ト ワ ー ク の 研 究 で 先 行 す る MIT に 加 え 、 UC 群 に お い て は ト ポ ロ ジ カ ル

材 料 、 磁 性 体 、 ス ピ ン 流 、 セ ン シ ン グ な ど 、 基 礎 か ら 応 用 ま で 量 子 技 術 の 幅

広 い テ ー マ に 渡 っ て 研 究 開 発 へ の 投 資 が な さ れ て い ま す 。 中 国 で は 中 国 科 学

技 術 大 や 复 旦 大 を 中 心 に ス ピ ン ト ロ 二 ク ス 材 料 を 利 用 し た イ メ ー ジ ン グ 応 用

技 術 開 発 や 、 上 海 交 通 大 学 に お い て ト ポ ロ ジ カ ル 量 子 材 料 や 、 フ ェ ム ト 秒 ・

ア ト 秒 な ど の 極 短 パ ル ス を 応 用 し た イ メ ー ジ ン グ な ど へ の 大 型 研 究 投 資 が 国

家 戦 略 と し て 進 め ら れ て い ま す 。  

 

米 国 、 欧 州 、 中 国 に お い て も 研 究 開 発 が 活 発 化 す る 中 、 量 子 材 料 ・ 量 子 派

生 技 術 領 域 に お い て は 、 日 本 国 内 の 大 学 ・ 研 究 機 関 で 質 の 高 い 研 究 が お こ な

わ れ て お り 、 人 材 層 の 厚 み も あ り 、 国 際 競 争 力 を 保 持 し て い る と 評 価 さ れ て

い ま す 。 こ う し た 、 日 本 の 強 み を 持 つ 技 術 領 域 を 基 盤 と し て 、 量 子 技 術 の 中

で も 比 較 的 実 用 化 の 早 い 技 術 と さ れ て い る 量 子 セ ン シ ン グ 領 域 や 、 こ れ を 応

用 し た 量 子 生 命 技 術 な ど へ 先 駆 け て 取 り 組 み 、 高 齢 化 の 進 展 や 医 療 費 の 高 騰

と い っ た 日 本 の 社 会 問 題 の 解 決 に つ な げ て い く こ と が で き れ ば 、 同 様 の 社 会

課 題 を も つ 他 国 に ビ ジ ネ ス 展 開 で き る 可 能 性 も あ り 、 こ の 材 料 基 盤 技 術 を 軸

と し た 研 究 開 発 投 資 と 人 材 の 育 成 と を 目 的 と し て 企 業 の 積 極 的 な 参 入 と 産 学

の 協 業 が よ り 増 え る こ と が 重 要 で あ る と 考 え ら れ ま す 。  

 

 

技 術 領 域 別 グ ラ ン ト 額 （ 推 計 ） の 年 推 移  

（ 2009-2018： USD 換 算 で 2009 年 か ら の 積 算 値 推 計 ）  
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技 術 領 域 別 世 界 研 究 費 推 計 ラ ン キ ン グ  

： US$ 18.6Bil (2009-2018 年 積 算 推 計 ) 

順 位  国  

量 子 材 料 ・ 量 子 派 生 技 術  

全 体  

(Mi l-US$) 

量 子 材 料 技 術  

(Mi l-US$) 

量 子 物 理 ・ 理 論  

(Mi l-US$) 

1  米国 3200 250 1230 

2  中国 2600 170 700 

3  英国 2000 140 1080 

4  日本 1700 430 790 

5  ス イ ス  450 50 200 

 

 

用 途 に と ら わ れ な い 新 規 量 子 材 料 の 幅 広 い 開 発 と 量 子 物 理 ・ 理 論 の 深 化 の 両

面 に よ る 量 子 技 術 領 域 の 拡 張 と 異 分 野 と の 融 合 が キ ー  

 

世 界 の 研 究 資 金 （ グ ラ ン ト ） に お い て 、 量 子 材 料 ・ 量 子 派 生 技 術 全 体

6700 研 究 テ ー マ で は 、 量 子 コ ン ピ ュ ー タ 同 様 、 英 国 が 領 域 毎 に 研 究 セ ン タ

ー を 主 要 大 学 に 設 置 し て 包 括 的 な 量 子 技 術 研 究 を 行 い 、 応 用 展 開 ま で を 見 据

え た 産 学 連 携 の た め の 研 究 ハ ブ を 設 置 し 、 上 位 研 究 費 テ ー マ に 並 ん で い る 。

英 国 で は 量 子 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 含 め た 量 子 技 術 の 応 用 を 視 野 に 入 れ た ダ イ

ヤ モ ン ド Ｎ Ｖ や ト ポ ロ ジ カ ル 材 料 な ど の 研 究 セ ン タ ー を オ ッ ク ス フ ォ ー ド

大 、 バ ー ス 大 、 ケ ン ブ リ ッ ジ 大 に 設 置 し 、 量 子 セ ン サ ー や 量 子 イ メ ー ジ ン グ

に 特 化 し た 研 究 セ ン タ ー は バ ー ミ ン ガ ム 大 、 グ ラ ス ゴ ー 大 に 設 置 す る な ど 、

10 年 以 上 を 見 据 え た 研 究 ソ サ イ エ テ ィ の 形 成 が 行 わ れ て い る 。 一 方 、 米 国

で も 基 礎 研 究 ・ 応 用 研 究 含 め 幅 広 い 投 資 が 、 こ の 量 子 材 料 ・ 量 子 派 生 技 術 領

域 に お い て も バ ラ ン ス よ く 進 め ら れ て い る 。 中 国 で は 中 国 科 学 技 術 大 や 复 旦

大 を 中 心 に ス ピ ン ト ロ 二 ク ス 材 料 を 利 用 し た イ メ ー ジ ン グ 応 用 技 術 開 発 や 、

上 海 交 通 大 学 に お い て ト ポ ロ ジ カ ル 量 子 材 料 や 、 フ ェ ム ト 秒 ・ ア ト 秒 な ど の

極 短 パ ル ス を 応 用 し た イ メ ー ジ ン グ な ど へ の 大 型 研 究 投 資 が 国 家 戦 略 と し て

進 め ら れ て い ま す 。  

 

一 方 、 日 本 の 研 究 1500 テ ー マ を 対 象 に し た 科 研 費 の 上 位 は 、 比 較 的 大 き

な 研 究 費 を 量 子 基 盤 技 術 に 投 資 し て お り 、 特 に 東 京 大 、 理 研 や 、 京 都 大 な ど

を 中 心 に 、 量 子 ド ッ ト ／ ス ピ ン ト ロ 二 ク ス の 要 素 技 術 や 、 フ ェ ム ト 秒 ア ト 秒

レ ー ザ ー 開 発 と 応 用 、 ト ポ ロ ジ カ ル 絶 縁 体 ･超 伝 導 体 に 関 す る 基 盤 技 術 な ど

に 大 き な 投 資 を 行 っ て い る 他 、 日 本 の 世 界 を リ ー ド す る 光 格 子 時 計 や セ ン サ

ー 用 途 の ダ イ ヤ モ ン ド 材 料 に 関 す る セ ン シ ン グ 技 術 な ど 、 こ れ ら が 日 本 の 量
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子 基 盤 技 術 の 強 み に な っ て い ま す 。 一 方 で 、 具 体 的 な セ ン サ ー 用 途 や 生 命 科

学 へ の 応 用 に 特 化 し た 研 究 は 少 な い 状 況 で あ り 、 諸 外 国 に 比 べ て 生 体 用 途 な

ど 異 分 野 を 含 め た 幅 広 い 応 用 に ア プ ロ ー チ す る 研 究 へ の 研 究 開 発 投 資 は 少 な

く 、 こ の 点 は 具 体 的 な 用 途 展 開 案 と 市 場 を も つ 企 業 と の 共 同 研 究 が よ り 促 進

さ れ る 研 究 体 制 の 整 備 が 重 要 と 考 え ら れ ま す 。  

 

 

量 子 材 料 ・ 量 子 科 学 理 論 ・ 量 子 生 命 科 学 ・ 量 子 派 生 技 術 全 体 の  

グ ラ ン ト 資 金 流 入 額 機 関  

世 界 上 位 5 大 学 （ グ ロ ー バ ル （ 6700 研 究 テ ー マ ） ）  

順 位  研 究 課 題  代 表 研 究 者  

1  

UK Quantum Technology Hub: NQIT - 

Networked Quantum Information 

Technologies（2014-2020） 

Ian  A lexander  Walmsley   

（ UNIVERSITY OF OXFORD （ GB） ）  

英国の量子技術ハブの一つで量子情報技術に関連する一連の研究を推進。微小なシリカチップの内部でフ

ォトニック干渉を制御するデバイスを提案し、その他の技術と組み合わせて量子通信以外にも超高感度の

医療・軍事用センサーから高解像度の画像処理システムまで多岐にわたる応用技術開発を推進 

2  

UK Quantum Technology Hub for Sensors and 

Metrology（ 2014-2019）  

Kai  Bongs 

（ UNIVERSITY OF BIRMINGHAM（ GB） ）  

量子センサーおよび量子計測に特化した国際的にリードための英国の研究ハブを構築。スキャナーに統合

されたレーザーシステム、コンパクトな量子技術用途レーザー、新しい原子/イオンチップ、内蔵型真空

技術、新規材料による高度な製造技術を含め、量子センサデバイスの要素技術において世界をリードする

技術を開発目標とする。量子センサー技術のサプライチェーンを構築するための産学での業界の連携を積

極的行うハブとして機能させる 

3  

UK Quantum Technology Hub in Quantum 

Enhanced Imaging（ 2014-2020） 

Mi les  Padgett  

（ Univers ity  of  G lasgow（ GB） ）  

量子イメージングに特化した国際的にリードための英国の研究ハブを構築。最小限の、または赤外線のみ

の照明によるイメージングや、遮蔽場所の透視、新規の波長でのイメージング、高感度重力場イメージン

グ、量子光によるマイクロ・ナノイメージングなどを研究開発し、防衛、セキュリティ、輸送、エネルギ

ー、航空宇宙、医療/ライフサイエンスへ広く用途展開を行う。 

4  

University of Oxford - Equipment Account

（ 2011-2021）  

Ian  A lexander  Walmsley   

（ UNIVERSITY OF OXFORD （ GB） ）  

原子（または静的キュービット）と光（または飛行キュービット）間の相互作用が、キャビティを形成す

るミラー間に光をトラップするキャビティ QED システムの可能性を探る研究を推進し、原子/キュービッ

トと光の間のエネルギー/情報の交換を、高レートで観察することを目的とする。電子チップ表面のマイ

クロ波光子またはフォノンとチップ上静的キュービットの結合により実現する 

5  

Center for Excitonics -- EFRC（ 2014-2019）  
Baldo,  Marc（ MASSACHUSETTS 

INSTITUTE OF TECHNOLOGY（ US） ）  

センターは、超短波長赤外における単一量子ドットの特性化のための超伝導ナノワイヤー単一光子検出

器、および正確なためのからみあった光量子による二次元光分光法などのユニークな実験ツールの構築お

よび開発に重点を置き共同で理論的および実験的研究を実施。 

 

 

日 本 国 内 の グ ラ ン ト 資 金 流 入 額 上 位 ５ 研 究  

(科 研 費 ： 2009-2020 年 （ 1500 研 究 テ ー マ ） ）  

順 位  研 究 課 題  代 表 研 究 者  

1  
光と物質の一体的量子動力学が生み出す新しい光誘起

協同現象物質開拓への挑戦(2018-2023) 
腰 原  伸 也 （ 東 京 工 業 大 学 ）  
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フェムト秒分光・電子線構造観測手法を用いて、物質と光子が一体化した場で極短時間に発現する特有の

秩序状態や生成過程を解明し、超高速可逆光相換物質の開拓や新規物質の開拓を目的として研究を推進。  

2  

サブサイクル時間分解走査トンネル顕微鏡法の開発と

応用(2017-2022) 
重 川  秀 実 （ 筑 波 大 学 ）  

量子光学の最先端技術を走査トンネル顕微鏡(STM)と組み合わせ、サブサイクル(電場一周期内)の時間分

解能と STM の空間分解能を併せ持つ新たな極限計測法を開発し、新たな科学領域の開拓を目的として研

究を推進。 

3  

スピン軌道エンジニアリング(2015-2019) 新 田  淳 作 （ 東 北 大 学 ）  

半 導 体 に お け る 電 界 に よ る ド リ フ ト 輸 送 時 の ス ピ ン ダ イ ナ ミ ク ス を 磁 気 光 学 効 果 イ メ

ー ジ ン グ に よ っ て 計 測 し 、 磁 場 の 強 さ な ど に よ り ス ピ ン の 運 動 や 寿 命 な ど の 制 御 に 影

響 す る こ と を 理 論 的 示 し 、 実 験 的 に 確 認 す る こ と に 成 功 。  

4  

半導体量子構造による電子波束のダイナミクス (2009-

2014) 
藤 澤  利 正  （ 東 京 工 業 大 学 ）  

半 導 体 量 子 ド ッ ト ・ 量 子 ホ ー ル 効 果 ・ ス ピ ン ト ロ ニ ク ス の 輸 送 現 象 を 発 展 し 、 半 導 体

量 子 構 造 に よ る 電 子 波 束 の ダ イ ナ ミ ク ス に 関 す る 研 究 を 推 進 。  

5  

量子ドット-ナノ共振器多重量子結合系における固体量

子電気力学探究と新ナノ光源創成(2015-2019) 
荒 川  泰 彦 （ 東 京 大 学 ）  

量 子 ド ッ ト や フ ォ ト ニ ッ ク 結 晶 な ど ナ ノ 構 造 の 形 成 技 術 、 光 通 信 お よ び 量 子 情 報 向 け

の 砒 化 イ ン ジ ウ ム 系 お よ び 窒 化 物 系 量 子 ド ッ ト や ナ ノ ワ イ ヤ ー の 形 成 、 ３ 次 元 フ ォ ト

ニ ッ ク 結 晶 の 作 製 技 術 開 発 に つ い て 、 理 論 と 実 験 の 両 面 か ら 研 究 を 推 進 。  

 

 

量 子 材 料 ・ 量 子 派 生 技 術 分 野 別 研 究 開 発 動 向  

 

量 子 材 料 ・ 量 子 派 生 技 術 領 域 の 主 要 2 領 域 で あ る 、 (1)量 子 材 料 、 (2)量 子

物 理 ・ 理 論 に つ い て の グ ロ ー バ ル で の 投 資 額 上 位 の 研 究 課 題 を 示 し て い ま

す 。 既 に 、 上 記 の 研 究 セ ン タ ー ・ 研 究 ハ ブ の 設 置 の 中 に は 、 網 羅 的 に こ れ ら

の 課 題 を 包 括 し て い る も の が お お く 、 上 位 と し て リ ス ト ア ッ プ さ れ て い る も

の に つ い て は 課 題 の 内 容 は 割 愛 し て い る が 、 こ れ ら か ら 各 領 域 に お け る 規 模

の 大 き な 研 究 領 域 が 把 握 で き ま す 。  

 

(1)「 量 子 材 料 」 グ ラ ン ト 資 金 流 入 上 位 5 研 究 内 容  

（ グ ロ ー バ ル 720 研 究 テ ー マ ）  

順 位  研 究 課 題  代 表 研 究 者  

1  
UK Quantum Technology Hub in Quantum 

Enhanced Imaging（ 2014-2020） 

Mi les  Padgett  

（ Univers ity  of  G lasgow （ GB） ）  

2  

Quantum technology capital: QUES2T (Quantum 

Engineering of Solid-state Technologies)（2016-

2019） 

John Ju l ian  Mor ton  

（ Univers ity  Col lege London （ GB） ）  

商 業 的 に 大 き な イ ン パ ク ト を 与 え る 可 能 性 の あ る  i )シ リ コ ン ナ ノ デ バ イ ス 、 i i )超 伝

導 回 路 、 i i i )ダ イ ヤ モ ン ド ベ ー ス の デ バ イ ス に 焦 点 を 当 て 、 実 用 的 な 量 子 技 術 の 開 発

を 推 進 。  

3  

Center for Ultracold Atoms（ 2011-2016）  
Jean A l len（ Massachuset ts  Inst i tute  of  

Technology（ US） ）  

高 温 超 伝 導 体 の 性 質 、 量 子 磁 性 の 起 源 、 少 数 粒 子 系 に お け る も つ れ や 相 関 の 性 質 な

ど 、 超 低 温 科 学 の 最 前 線 で の 研 究 に フ ォ ー カ ス し 、 材 料 科 学 、 計 測 、 セ ン シ ン グ 、 通

信 、 計 算 、 化 学 物 理 学 、 生 物 学 、 エ ネ ル ギ ー 研 究 な ど の 幅 広 い 分 野 へ 影 響 す る 量 子 材

料 の 基 盤 技 術 研 究 を 推 進 。  
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4 

Center for Integrated Quantum Materials（ 2013-

2018）  

Tomasz  Durakiewicz   

(Harvard  Univers ity（ US） )  

量子物性物理学の最前線にあるグラフェン、トポロジカル絶縁体、ダイヤモンドの窒素空孔(NV)センタ

ー３つの研究分野を統合して研究を推進。計算科学を革新する新しい量子電子デバイスとシステムを開発

することを目指す。 

5  

Quantum technology capital: Multi-species 

single-ion implantation (2016-2019) 

Richard Curry (UNIVERSITY OF SURREY

（ GB） ) 

20nm の横方向ビームフォーカスを持つ世界初の単一イオン注入装置を設置し、ダイヤモンドＮＶ、サフ

ァイア中の単一エルビウム原子、GaAs 中の単一マンガン原子など、ガスや固体ソースから任意の種を注

入する研究を推進。 

 

量 子 材 料 ・ 量 子 派 生 技 術 に 関 連 し た 世 界 全 体 で の 720 研 究 テ ー マ に お い て

は 、 ス ピ ン 量 子 を 生 成 す る 系 と し て 超 電 導 材 料 以 外 に も 半 導 体 量 子 ド ッ ト な

ど の 量 子 の デ バ イ ス 実 装 が 可 能 な 系 の 提 案 を 目 指 す 研 究 や 、 新 規 の 磁 性 材 料

に お け る 量 子 状 態 の 観 測 と 制 御 技 術 の 確 立 に 関 す る 研 究 が 多 く 、 日 本 が 従 来

か ら 先 進 的 な 技 術 を 持 つ 磁 性 材 料 や 超 電 導 材 料 技 術 、 計 測 ・ セ ン シ ン グ さ ら

に は 半 導 体 デ バ イ ス 技 術 で の 活 用 が 期 待 で き 、 こ れ ま で の 材 料 ・ 半 導 体 ・ セ

ン シ ン グ 関 連 の プ レ イ ヤ ー が 貢 献 で き る 領 域 と 考 え ら れ ま す 。  

 

 

(2)「 量 子 物 理 ・ 理 論 」 グ ラ ン ト 資 金 流 入 上 位 5 研 究 内 容  

（ グ ロ ー バ ル 4800 研 究 テ ー マ ）  

順 位  研 究 課 題  代 表 研 究 者  

1  

UK Quantum Technology Hub: NQIT – 

Networked Quantum Information 

Technologies（2014-2020） 

Ian  A lexander  Walmsley   

（ UNIVERSITY OF OXFORD （ GB） ）  

2  
UK Quantum Technology Hub for Sensors 

and Metrology（ 2014-2019）  

Kai  Bongs 

（ UNIVERSITY OF BIRMINGHAM（ GB） ）  

3  

University of Oxford – Equipment 

Account(2011-2021) 

Ian  A lexander  Walmsley（ Univers ity  of  

Oxford（ GB） ）  

空 洞 を 形 成 す る 鏡 の 間 に 光 を 閉 じ 込 め て 原 子 （ 静 的 量 子 ビ ッ ト ） と 光 （ 飛 行 量 子 ビ ッ

ト ） の 相 互 作 用 を 高 め る 空 洞 QED と 呼 ば れ る シ ス テ ム の 可 能 性 を 探 る こ と を 目 的 と

し た 量 子 物 理 の 基 盤 設 備 研 究 投 資  

4  

Center for Excitonics – EFRC 

（2014-2019） 

Baldo,  Marc（ Massachuset ts  Inst i tute  of  

Technology（ US） ）  

セ ン タ ー は 、 フ ォ ト ニ ク ス 結 晶 の 基 盤 技 術 や 、 超 短 波 長 赤 外 に お け る 単 一 量 子 ド ッ ト

の 特 性 化 の た め の 超 伝 導 ナ ノ ワ イ ヤ ー 単 一 光 子 検 出 器 、 ど の ユ ニ ー ク な 実 験 ツ ー ル の

構 築 お よ び 開 発 に 重 点 を 置 き 共 同 で 理 論 的 お よ び 実 験 的 研 究 を 実 施 。  

5  

National High Magnetic Field Laboratory 

Renewal 2018-2022 

Gregory  Boebinger（ Flor ida State 

Univers ity（ US） ）  

電 子 磁 気 共 鳴 、 核 磁 気 共 鳴 、 お よ び イ オ ン サ イ ク ロ ト ロ ン 共 鳴 、 ト ポ ロ ジ カ ル 物 質 、

超 伝 導 体 、 お よ び 磁 性 材 料 全 般 に か か わ る 、 国 立 高 磁 場 研 究 所 の 基 盤 イ ン フ ラ 投 資  

 

量 子 物 理 ・ 理 論 に お い て は 、 光 量 子 の も つ れ や 量 子 自 体 の 計 測 、 フ ォ ト ニ

ク ス 結 晶 、 強 磁 場 ・ 磁 性 材 料 な ど 量 子 技 術 の 基 盤 に か か わ る 大 型 研 究 施 設 の

整 備 や 研 究 所 の 設 立 な ど 、 研 究 基 盤 環 境 の 構 築 に 関 す る 大 型 投 資 が 各 国 で 進

ん で い る 。 光 学 的 な イ メ ー ジ ン グ ・ セ ン シ ン グ は 日 本 が も と も と 保 有 す る 強
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い 技 術 の た め 、 量 子 材 料 の 応 用 ・ 派 生 技 術 と し て 日 本 の オ プ テ ィ ク ス ・ イ メ

ー ジ ン グ デ バ イ ス 技 術 や セ ン シ ン グ 技 術 を 保 有 す る プ レ イ ヤ ー が 主 要 プ レ イ

ヤ ー に な り う る 可 能 性 を 十 分 に 秘 め た 領 域 で 、 積 極 的 な 企 業 か ら の 研 究 投 資

と 用 途 開 発 に よ り 技 術 の 急 速 な 進 歩 と 実 用 化 が 期 待 さ れ ま す 。  

 

量 子 物 理 ・ 理 論 領 域 は 量 子 計 算 科 学 や 計 測 ・ セ ン シ ン グ 応 用 全 般 に 波 及 す

る 可 能 性 の あ る 基 盤 的 な 技 術 領 域 で あ り 、 高 度 な 計 測 機 器 ・ 装 置 を 要 す る 大

規 模 設 備 が 必 要 な 基 礎 研 究 領 域 で す 。 し た が っ て 、 大 規 模 な 研 究 投 資 を 基 礎

研 究 に 対 し て 行 っ て い る 米 国 で の 投 資 が 優 位 に あ り ま す 。 ま た 、 量 子 材 料 や

量 子 セ ン シ ン グ に 関 す る 研 究 に 関 し て は 日 本 に も 比 較 的 強 み が あ る こ と か

ら 、 世 界 的 競 争 の 動 向 も 視 野 に 入 れ た 戦 略 的 な 投 資 を 行 い 、 人 材 育 成 も 含 め

量 子 技 術 の さ ら な る 研 鑽 が 必 要 で す 。 ま た 、 基 礎 研 究 で の 共 同 研 究 に 企 業 も

参 入 す る こ と で 、 新 奇 の 量 子 材 料 の 特 性 を 早 い 段 階 か ら 把 握 し て 自 社 技 術 化

す る こ と で 、 用 途 開 発 を 世 界 に 先 駆 け て 取 り 組 む こ と が で き る た め 、 企 業 と

ア カ デ ミ ア の 共 同 開 発 が 重 要 な 領 域 で も あ り ま す 。 比 較 的 応 用 へ の 障 壁 が 低

い 量 子 セ ン サ ー に お い て は 、 基 礎 研 究 か ら の 新 規 量 子 系 の 応 用 開 発 が 直 接 出

て く る 可 能 性 を 期 待 し 、 英 国 な ど で は 産 学 連 携 体 制 の 構 築 を 加 速 し て い ま

す 。 日 本 に お い て も 量 子 セ ン サ ー の 材 料 や 作 製 技 術 に 強 み を も っ て い る こ と

か ら 、 よ り 一 層 の 産 学 連 携 体 制 の 構 築 に 加 え 、 人 材 面 も 含 め た 技 術 基 盤 へ の

研 究 開 発 や 整 備 を 促 進 し て い く こ と が 重 要 で あ る と 考 え ら れ ま す 。  

 

 

量 子 材 料・量 子 科 学 理 論・量 子 生 命 科 学・量 子 派 生 技 術 に 関 す る 出 願 済 み 特 許

に 見 る 各 国 の 技 術 動 向  

 

以 下 に 「 量 子 材 料 ・ 量 子 派 生 技 術 全 体 」 の 特 許 出 願 動 向 に つ い て 、 関 連 特

許 56 か 国 、 WO、 EP で の 出 願 特 許 、 5382 件 よ り 集 計 し た 結 果 を 、 出 願 数 上

位 の 国 お よ び 機 関 （ グ ロ ー バ ル ） に つ い て 示 し ま し た 。 出 願 人 ・ 譲 受 人 の 国

と し て は 、 中 国 か ら の 出 願 が 圧 倒 的 に 多 い 状 況 で 、 量 子 技 術 で し の ぎ を 削 る

米 国 、 英 国 は 比 較 し て 大 き な 優 位 性 を と れ て な い 状 況 で す 。 ま た 日 本 で も 特

に 大 手 企 業 を 中 心 に 出 願 が 先 行 し て い ま す が 近 年 は 横 ば い か ら 微 増 の 傾 向 で

す 。 出 願 先 の 国 と し て は 、 中 国 が 圧 倒 的 な 中 で 米 国 も 比 較 的 多 い が 、 中 国 を

含 め 国 内 出 願 と WO へ の 出 願 が 多 い フ ェ ー ズ で す 。 今 後 、 具 体 的 な 市 場 が 立

ち 上 が る 段 階 で 、 国 際 出 願 へ の 移 行 が 増 え て く る 可 能 性 が あ り ま す 。 自 国 で

は な い 企 業 が 出 願 す る 国 際 出 願 の 件 数 と し て は 、 米 国 へ の 場 合 が 最 も 多 く 、

中 国 へ の 場 合 も 拮 抗 し て お り 、 ま た 同 程 度 の WO へ の 出 願 が あ り ま す 。 一 方

で 、 日 本 か ら の 出 願 は 量 子 コ ン ピ ュ ー タ 技 術 同 様 に 、 2010 年 く ら い ま で は
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世 界 ト ッ プ ク ラ ス の 出 願 数 で し た が 、 近 年 は 中 国 、 米 国 の 出 願 増 加 に 対 し て

日 本 は 出 遅 れ て い る 傾 向 に あ り ま す 。  

 

 

世 界 の 特 許 出 願 状 況  

（ 56 か 国 、 WO、 EP 公 報 （ 5382 件 ） 対 象 出 願 年 ： 2001-2020）  

順 位  出 願 人 所

在 国  

件 数  出 願 先  件 数 出 願  

（ 自 国 出 願 ）  

1  CN 1634 CN 1746（1535） 

2  US 1361 US 1175（638） 

3  JP 560 WO 653（-） 

4  DE 293 JP 575（321） 

5  GB 263 EP 386（-） 

6  KR 227 KR 231（131） 

7  FR 102 DE 117（95） 

8  NL 96 CA 85（23） 

9  CA 90 AU 79（3） 

10  CH 77 TW 73（25） 

 

 

 

世 界 の 特 許 出 願 動 向 （ 譲 受 人 国 別 /出 願 年 ： 2001-2018）  
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 特 許 件 数 と し て は 、 量 子 光 学 、 量 子 セ ン シ ン グ か ら 量 子 通 信 に ま で 用 い ら

れ る 「 光 子 検 出 器 」 に 関 す る 基 盤 技 術 ・ 材 料 技 術 を 数 多 く 保 有 す る

STMicroelectronics が 首 位 と な っ て い ま す 。 日 本 で も 量 子 セ ン シ ン グ ・ 量 子

イ メ ー ジ ン グ 技 術 に 関 係 す る Ｃ Ｔ ・ Ｍ Ｒ Ｉ や 放 射 線 治 療 機 器 の 技 術 を 持 っ て

い る 日 立 、 東 芝 、 が そ れ に 続 き 、 や は り 同 分 野 の 技 術 を 保 有 す る Philips、

Siemens Healthineers と い っ た 世 界 の 大 手 企 業 が 近 い 件 数 で 並 ぶ 形 で す 。 ま

た 、 台 湾 の 世 界 的 な 半 導 体 製 造 フ ァ ウ ン ド リ で あ る Taiwan Semiconductor 

Manufacturing も 、 光 子 検 出 器 や 磁 気 検 出 や ス ピ ン ト ロ 二 ク ス に 関 す る 技 術

を 多 数 出 願 し て お り 、 本 領 域 の 応 用 分 野 と し て 最 も 関 連 の 深 い 半 導 体 や 磁 気

イ メ ー ジ ン グ を 扱 う 企 業 が 量 子 デ バ イ ス 開 発 を 牽 引 し て い る 傾 向 が 読 み 取 れ

ま す 。ま た 、研 究 所 や 大 学 か ら の 出 願 と し て は 、米 国 の Ｍ Ｉ Ｔ が 基 盤 技 術 か ら

量 子 計 算 機 を 構 成 す る ハ ー ド の 要 素 技 術 ま で 幅 広 く 出 願 し て い る こ と か ら 件

数 が 最 も 多 く 、 次 い で ス イ ス 最 大 の 自 然 科 学 ・ 工 学 の 研 究 セ ン タ ー で あ る ポ

ー ル・シ ェ ラ ー 研 究 所（ Ｐ Ｓ Ｉ ）が 続 く が 、日 本 の 科 学 技 術 振 興 機 構 、東 北 大

学 、情 報 通 信 研 究 機 構 、産 業 技 術 総 合 研 究 所 に お い て も 光 子 検 出 器 、ス ピ ン ト

ロ 二 ク ス の 要 素 技 術 や 量 子 イ メ ー ジ ン グ な ど の 技 術 で 多 く の 出 願 が あ り ま す 。

大 学 個 別 と し て 欧 米 の 大 学 が 上 位 に ラ ン ク イ ン し て い ま す が 、 各 研 究 機 関 と

も 特 定 の 要 素 技 術 に 集 中 し た 出 願 が 多 い こ と か ら 、 日 本 が 優 位 に 立 て る 領 域

が 十 分 あ る と 考 え ら れ 、 出 願 ポ ー ト フ ォ リ オ 戦 略 を 明 確 に し て あ る 程 度 の 束

で の 出 願 を し て い く こ と は 、 今 後 の 本 領 域 で の 主 権 を 握 る と い う 点 で も 重 要

と 考 え ら れ ま す 。  

 

「 量 子 材 料 ・ 量 子 派 生 技 術 全 体 」 特 許 出 願 上 位  

（ JP/US/EP/WO 公 報 よ り 集 計 ）  

順 位  全 体 ラ ン キ ン グ  件 数  大 学 ・ 研 究 所 ラ ン キ ン グ  件 数  

1  STMicroelectronics 54 
Massachusetts Institute of 

Technology 
40 

2  Hitachi 51 Paul Scherrer Institute 31 

3  Toshiba 50 Japan Science and Technology Agency 23 

4  Philips 49 Tohoku University 20 

5  Siemens Healthineers 44 
National Institute of Information and 

Communications Technology 
17 

6  
Taiwan Semiconductor 

Manufacturing 
44 State University of New York (suny) 15 

7  Northrop Grumman 43 
National Institute for Industrial 

Science and Technology 
14 

8  
Massachusetts Institute of 

Technology 
40 Chinese Academy of Science 13 

9  IBM 37 University of Wisconsin 12 

9  General Electric 37 Imperial College 12 

9  TDK 37   
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 ま た 、 そ の う ち の 主 要 出 願 で あ る 、 日 本 、 米 国 、 欧 州 （ EP）、 WO（ PCT）、

で の 特 許 公 報 2789 件 を 対 象 に 、特 許 の 被 引 用 履 歴 に 基 づ い た ア ス タ ミ ュ ー ゼ

独 自 の ス コ ア リ ン グ を 行 い ま し た 。 出 願 件 数 上 位 群 で あ っ た Taiwan 

Semiconductor Manufacturing、東 芝 に 加 え 、米 国 の 製 薬・ヘ ル ス ケ ア カ ン パ

ニ ー で あ る ABBOTT LABORATORIES な ど も ス コ ア リ ン グ 上 位 と な り 、 量 子

セ ン サ ー 、 量 子 イ メ ー ジ ン グ の 基 盤 技 術 で あ る ス ピ ン ト ロ 二 ク ス に 関 す る 要

素 技 術 や 量 子 技 術 全 般 に つ な が る 光 子 検 出 に 関 す 素 技 術 の ス コ ア が 全 般 的 に

高 く 、 こ れ ら の 技 術 領 域 で 有 望 な 特 許 を 保 有 す る プ レ イ ヤ ー が 量 子 材 料 ・ 量

子 派 生 技 術 領 域 に お い て も 中 心 的 プ レ イ ヤ ー に な る 可 能 性 が 高 い と 考 え ら れ

ま す 。他 に も 、セ ン サ ー 用 途 で 最 近 注 目 さ れ る 窒 素 空 孔（ N-V セ ン タ ）ダ イ ヤ

モ ン ド 材 料 の 技 術 は 、ダ イ ヤ モ ン ド を 扱 う 最 大 手 企 業 の DeBeers 傘 下 の 合 成

ダ イ ヤ モ ン ド 企 業 で あ る element six が 特 許 の 質・量 と も に 高 い 水 準 に あ り 、

セ ン サ ー 用 途 の ダ イ ヤ モ ン ド 材 料 を 提 供 す る 次 期 有 力 プ レ イ ヤ ー と な る 可 能

性 が 高 い と 思 わ れ ま す 。 ま た 、 豪 州 の メ ル ボ ル ン 大 は こ の ダ イ ヤ モ ン ド を 用

い た 量 子 セ ン サ ー を 生 体 用 途 に 適 用 す る 特 許 を 2010 年 付 近 に 出 願 し て お り 、

件 数 は 少 な い で す が 最 有 力 特 許 を 持 つ プ レ イ ヤ ー の 一 つ で す 。 量 子 材 料 分 野

は 、ト ポ ロ ジ カ ル 材 料 や（ N-V セ ン タ ）ダ イ ヤ モ ン ド 材 料 の 様 に 、近 年 急 速 に

進 展 し て お り 、 ま だ 今 後 も 新 た な 発 見 が 期 待 さ れ る 分 野 で す 。 こ れ ら 量 子 材

料 の 研 究 が 進 む の と 並 行 し て 、 量 子 セ ン シ ン グ ・ 量 子 セ ン サ ー 技 術 な ど の 応

用 デ バ イ ス で も 有 望 な 特 許 を 保 有 す る プ レ イ ヤ ー が 今 後 の 中 心 的 プ レ イ ヤ ー

に な る 可 能 性 が 高 い と 考 え ら れ ま す 。  

 

 量 子 材 料・量 子 派 生 技 術 の 領 域 は 、量 子 コ ン ピ ュ ー タ・量 子 セ ン サ ー・量 子

通 信 の 領 域 へ の 用 途 ・ 応 用 の み な ら ず こ の 量 子 物 性 か ら 派 生 し た 新 た な 用 途

領 域 へ と 派 生 す る こ と も 期 待 さ れ る 、 量 子 応 用 技 術 の 根 幹 を 支 え る 領 域 で あ

り 、様 々 な 成 長 産 業 に お け る「 も の づ く り 」の 高 付 加 価 値 化 に つ な が る 有 望 な

技 術 領 域 で す 。 ス ピ ン 流 材 料 、 ダイヤモンド材料やトポロジカル量子材料の進展が、

センサー、イメージング、量子計算機のハードウェアや量子通信など幅広く量子応用・派生

技術として発展していく可能性が期待できます。日本では長年にわたる基礎研究の積み重

ねにより、世界的にも競争力をもつ領域であることから、量 子 基 盤 技 術 ・ 応 用 の 両 面

に お い て 、 既 に 日 本 の 企 業 が 持 つ エ レ ク ト ロ ニ ク ス や も の づ く り 全 般 に わ た

る 技 術 の 強 み を 生 か し 、産・官・学 の 連 携 を 通 じ て 応 用 面 で よ り 世 界 に 先 駆 け

た 技 術 を 生 み 出 す べ く 、 人 と 技 術 の 交 流 を 基 に し た コ ミ ュ ニ テ ィ を 形 成 す る

積 極 的 な 研 究 開 発 投 資 を 行 う こ と に よ り 、 世 界 を リ ー ド す る 基 礎 ・ 応 用 技 術

を 有 す る 研 究 開 発 連 合 と し て 台 頭 す る こ と が 期 待 で き る 領 域 で す 。  

 

（ ア ス タ ミ ュ ー ゼ ㈱ テ ク ノ ロ ジ ー イ ン テ リ ジ ェ ン ス 部  川 口 伸 明 、米 谷 真 人 、

*福 永 元 ）  
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■アスタミューゼについて 

世界の新事業、新製品/サービス、新技術/研究の情報に併せて 80 か国の特許情報などを、

独自に定義した 136 の”成長領域”と SDGs に対応した今後人類が解決すべき 105 の“社会課

題”で分類・分析。2 億件を超える世界最大のイノベーションキャピタル（イノベーション

の源泉となる資産）のデータベースを構築、活用し、未来創造、社会課題解決のための新規

事業提案や M&A のコンサルティング、先端企業/技術、専門人材の紹介、SaaS での情報/

人材提供事業を行う。 

https://www.astamuse.co.jp/ 
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